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西国分寺駅北口駅前エリアの検討状況について 

 令和４年 12 月３日（土）と８日（木）に，第３回西国分寺駅北口駅前エリア

の整備の実現化に向けた意見交換会を開催しました。 

 

 

→アクセス道路の幅員は検討段階ではあるが，例えば駅直近で再開発のようなことが想

定されれば少なくとも歩道車道を合わせて 12ｍ以上の幅員が必要となることが想定

される。また，色の範囲は，12ｍの幅員を想定し，そこから都市計画上の用途変更を，

沿道 20ｍの範囲も含めて示している。 

→駅前の土地はＪＲの所有地となっており，市が何かしようとしてもすぐにできるとい

うものではない。ＪＲの意向も含め地権者の方の意見を踏まえながら，今後検討して

いきたい。 

→南口のバスロータリーをなくして北口に移すということではなく，北口は道が狭い箇

所が多く緊急車両が直接駅直近に進入することができないなど防災面の課題がある。
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都市計画の用途地域も第一種低層住居専用地域に指定されており土地利用の制限があ

るため，そのような様々な課題を改善したいと考えている。また，なぜ西国分寺駅北

口なのかについては，西国分寺駅北口周辺まちづくり計画の中で，優先的に整備して

いくエリアとして北口の駅前エリアが位置付けられている。 

→いろいろな状況が考えられるが，基本的にはそのようなことにならないような配慮 

をしているところが多い。詳細については，エリアや事業手法により変わるため，今

回は一般的な事業手法の紹介ということでご理解いただきたい。 

 

→ご意見のいただき方については，検討していくとともに，ご意見等はいつでも受け付

けているので，何か不明点等があればご連絡いただきたい。 

→今後そのような対応をさせていただく。 

→今現在，どこのエリアをどのような手法で何をしていくか，まだ確定していないこと

から，具体的に何がどの様に変わるのか見えるのは，もう少し先になると考えている。 
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→確かに駅から少し離れた場所で新たに戸建住宅が建築されて人口が増えている様に思

える。駅前においては新たに家が建築されるいうことは少ないかもしれないが，まち

づくりを進めるうえでは，駅直近の良好な環境を整えていくことは必要だと考えてい

る。 

→現在の取組は西国分寺駅北口周辺まちづくり計画に基づいて，まずは駅に近い駅前エ

リアのまちづくりを進めていきたいという考えが前提にある。したがって，住宅以外

にも例えばお店のことや，都市基盤のことも含めてこのエリアのまちづくりを進めて

いきたいと考えている。 

→この西国分寺駅北口周辺地区 26ha 全域で，一気に整備するということは現実的ではな

い。ただ，先ほどご意見をいただいたように生活道路の問題はある。行き止まりが多

く，幅員が狭く，車では非常に通行しにくいというご意見はこれまで多くいただいて

きた。一方で，通過交通が少ないというメリットもあるということを住んでいる方々

は強くおっしゃられたといったことがあった。したがって，通過交通を誘導するよう

なまちづくりは，この計画ではできないだろうといった一定の整理は行ってきた。駅

直近で行き止まりが多く存在する，幅員が狭くて緊急車両が入れない等の問題から，

特に駅直近については，いち早く整備をしていこうといった考えをこの計画の中で整

理してきた経緯がある。特に駅にアクセスする道路については，積極的に整備してい

こうという議論をしてきたところだが，それ以外の生活道路の幅員を広げることに対

しては，住んでいる方々から様々な反応があった。全体的に生活道路を整備するとい

うのは非常に難しいだろうと思っているが，まずは駅前の整備を進めてから，その周

辺に関してどのように生活道路を考えていくかを次のステージで検討していくという

流れになっているので，今回については，まず駅前の部分に関して議論していければ

と考えている。 
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→整備を進めていくにあたっては，安全性について特に気をつけなければいけないとい

ったご意見を多くいただいているので，歩行者動線や車の動線，その点は十分に検討

が必要だと思っている。 

 

 

 

→第 2 回意見交換会で駅前街区とさせていただいた範囲についてのご意見を反映したも

のになる。 

→まず第 1 回意見交換会については，西国分寺駅北口周辺まちづくり計画の概要説明と

駅前エリアの土地利用に関するケーススタディを紹介させていただいた。そこでのご

意見を踏まえて，第 2 回では駅直近の範囲を駅前街区として，土地利用についてご意

見を伺った。本日の第 3回で駅前街区の周辺についてご意見を伺っている。 

現状では，毎回 1回ごとに何かを決定していくことは，一気に飛躍してしまうので，

今回お示ししているものは，第 2 回でいただいたご意見を踏まえたゾーニングを示さ

せていただいて，第 4 回については今回いただいたご意見を踏まえて，改めて示させ

ていただくという流れで今年度は進めていく。 

皆様のご意見を丁寧に伺って進めさせていただきたいと思っており，このような形

で今年度については検討していくエリア，おおむね都市計画を決めるエリアにほぼ一

致してくると思うが，そのエリアを第 4回でお示しさせていただくところまで進めて

いくことができればと考えている。 

 

→西国分寺駅北口周辺まちづくり計画の中でイメージとして示しいているレベルのもの

なので，ここに確実に道路が出来ると決定付けたものではない。ただ，先ほどご質問
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いただいた駅前だけ整備しても，その後，広幅員道路にも抜けられないといったこと

もあるが，駅前を整備すればアクセス道路は当然必要になってくると考える。このア

クセス道路がないと，コンビニ付近しか駅前にアクセスできない状態になってしまう。

駅前を整備したときにこのままでいいのかどうかという議論は当然出てくると思う。

その様なことから，もう一路線アクセス道路が必要であると考え，このようなイメー

ジで示している。この道路がこの形でいいかどうか，何メートル必要なのかという詳

細の議論は，もっと話が進んでいった先の段階での話になると思うが，現在は想定と

してアクセス道路を示させていただいているという段階である。 

 

→都市計画を決めるまで具体的に期間をお示しできればいいが，なかなか 3 年，5 年，10

年なのか示すことは難しい。1 年，2 年でできるものではないことは確かだとは思う

が，このエリアをどの様なまちにしていきたいのか，その上で事業手法がどうなるの

かを決めた上で，その先どの程度時間がかかるのか少しずつ見えてくると思う。ただ

私共としても，時間がかかるから仕方ないと思っているわけではないので，できる限

り，丁寧にと言いながらも可能な限り早く進めていきたいと思っている。

→対応させていただく。 

→一般的に移転する場合には，移転補償費を支払うことになる。それは従前建物の評価

額や解体転移費用も含めて，移転するために必要な費用をお渡しするので，その費用

でご自身が建てていただくということになる。

 

 


